
脱「新卒一律処遇」広がる！

◆ PayPayは１１日、デジタル給与払いサービス導入

先が１００社を超えたと発表した。２０２４年に参入し

てから初めて実績について明らかにした。サカイ

引越センターや吉野家など業界大手が採用した

ことで、運送や飲食業の中小企業を中心に導入

が進んでいるという。PaｙPayでは労務管理ソフト

との連携を通じ、小規模な事業者にも呼び掛け

る。

◆ 同日、オービックビジネスコンサルタント（OBC)の

労務管理ソフト「勘定奉行Edge 労務管理電子ク

ラウド」との連携を始めた。従業員はPayPayの専

用画面から申し込みをした後、管理ソフト側の連

携ボタンを押すだけで入金用口座などの必要な

情報の入力を完了し振り込みを依頼できる。従来

はソフト側でも口座情報などを入力しなければな

らず、入力ミスによる振り込みエラーの原因になっ

ていた。

◆ デジタル給与払いは２３年４月に解禁され、

PayPayは２４年１１月ソフトバンク以外の企業へも

サービスの提供を始めた。労務管理ソフトは中

小・零細企業と有力な接点になっている。
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福岡の中小、賃上げ広がる
6.01%、15年以降で最高

PayPay給与100社超
デジタル払い、導入広がる

◆ 3月に主要企業の過去最高水準の回答が相次

ぎ、中小の賃上げの機運は高まっていた。トヨタ自

動車九州は賃金改善分と定昇を合わせた総額で

組合員平均2万2000円の要求に満額回答。西部

ガスホールディングスや西日本鉄道でも比較可

能な中で過去最高の賃上げとなった。

◆労組がない中小企業にも賃上げが波及している。

もつ鍋店「博多もつ鍋やま中」を運営するやま中

（福岡市）は、4月に7％のベアを実施。23年の8月

の4％のベアを上回り過去最高となった。小野社

長は「物価高が続く中、社員の生活を守るために

賃上げを決めた」と話す。≪中略≫

◆福岡は製造業など賃上げをけん引する業種が多

く、全国平均を上回る賃上げ率となっているが、

連合福岡は「業種によっては下回っている」と指摘

する。藤田会長は「賃上げが当たり前の社会をつ

くるためには、公正取引と適切な価格転嫁が重要

だ。国や県、地域経済団体とともに中小組合を支

援し、高水準の賃上げの流れを全体に波及させ

ていきたい」と話した。

       日本経済新聞 朝刊 25/04/１２【39面】
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◆日本経済新聞社がまとめた２０２６年度採用計画

調査によると、２５年度の初任給を３０万円以上と

する企業は１３１社と２４年度の５８社から倍以上増

えたと言う。人手不足を背景に新卒採用数は２ケ
タの伸びを示す。そうした中、学生を一時期に同

じ条件や待遇で採用する画一的な仕組みを見直

す企業も増えてきている。

◆富士通は２０２５年度から処遇や採用時期が一律

の新卒採用をやめるという。新卒と中途を区別せ

ず、職務や専門性に応じて必要な人材を採用す

る。同社は「若手社員に、より専門性や付加価値

の高い仕事を担ってもらい、見合った報酬で処遇

していく」と狙いを語る。高度な専門性などを持つ

人材は新卒でも年収１０００万円程度になることも

あるという。

◆新卒の画一的な採用はコストや手間をかけずポ
テンシャル（潜在力）のある学生を大量に囲い込

むことが出来、入社後も効率よく教育することが出

来る。「新卒一律」の仕組みは、若者を毎年一定

数採用する企業優位の「買い手市場」の中で主

流の採用手法として浸透してきた。

◆しかし、近年は少子化で学生優位の「売り手市場

」が続いている。業種を超えた競争も激しくなり、

各社が求めるスキルや経験をピンポイントで確保

しなければ生き残れない。若者を各社が引き込

むためには、それぞれの能力により処遇を決める

柔軟な採用戦略が不可欠になる。

◆新入社員でも能力に合わせ一律の初任給を

やめる動きも広がっている。大和証券は高度

なデジタル技術や金融工学の知識を持つ人

を対象にした「エキスパート・コース」で初任給
を５０万円以上にした。25年卒の総合職の初任

給（３０万円）に２０万円以上の差をつけた。入

社後も年齢にかかわらず成果で待遇を決めよ

うとする考えのようだ。

◆海外の大学の卒業者や大学卒業後数年の社

会人経験がある「第二新卒」など様々な人材

を確保するには一括採用では取りこぼす可能

性が高い。そのため、１年を通じて採用活動を

行う「通年採用」も浸透してきている。コスモエ

ネルギーホールディングスは２４年１月、通年採

用に切り替えた。入社は４月に統一するが、エ

ントリーは常時受け付け、採用選考も随時実
施している。

◆人材不足の波は「学歴」による待遇差も覆そう

としている。回転ずし「スシロー」を運営するあ

きんどスシロー（吹田市）は２４年１月以降に入

社した高卒と大卒の新入社員の初任給を２万

円増の２５万円に引き上げた。学歴に関係なく

全員を店舗に配属している。人手不足の波は

、従来の「新卒一律」の常識を壊そうとしてる。

情報源：日本経済新聞 202５/０4/07
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ましたが、SaaSの導入により、10分程度にま
で短縮できるようになりました。

５）データの運用

アナログ業務をデジタル化する時考えな
ければならないのが、データの運用方法で

す。今後のデータ活用を考えるなら、オンプ
レミス環境ではなくクラウド環境で管理するの
が必須です。

セキュリティーの都合上、閉ざされたオン

プレミス環境で管理しなければならないケー

スもあります。しかし、クラウドのセキュリ
ティーも強固になってきているので、よほど機

密性の高いデータでもなければ問題ないで

しょう。ほかの業務システムからの利用を前

提に、クラウドストレージの利用を検討してみ
ましょう。このように、取得したデータをどこの
業務で利用できるか、クラウドを意識して、

データをアクセスできる環境に格納すること
もDXを進めていくうえで重要なことです。

Chapter ３ DX時代の開発手法
２．デジタイゼーションの進め方
４）SaaSでデジタイゼーションの具体例

SaaSを活用した具体例を見てみましょう。

日本の食品流通企業では、棚卸し業務は食

品の鮮度管理のため頻繁に行われる現場
業務の一つです。しかし、棚卸票となる紙が
存在するため、IT化が難しい領域でした。そ

こで、従来、手作業で行っていた棚卸の
データ入力業務を「Tegaki」というSaaSを導

入することで効率化を図りました。まず、商品

名や数量が手書きで記入された帳票を、ス
キャナーを使い画像データに変換します。そ

のデータを「Tegaki」で読み取ることにより、

帳簿上の情報を素早くデータ化しました。

データ化された帳票は、そのまま在庫管理

システムに登録され、商品在庫の過不足を
瞬時に確認できるようになりました。

従来、棚卸票のデータ化には、帳票1枚

当たり約30分程度の処理時間がかかってい
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雑感：2025年度がスタートした4月1日、主要企

業で入社式が開催された。新型コロナウイルス

禍を経て変革が求められている西日本鉄道の

林田社長は「企業文化に染まる必要はない。新

しく挑戦したいことは積極的に提案してほしい」

とエールを送った。各社のトップからは挑戦する

ことの意義を問い、新入社員を鼓舞する訓示

が続いた。いつもながらの風景だが、今年の新

入社員の皆さんには、各人、それぞれが持つ夢

の実現に向かって切磋琢磨していってほしい。
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３．デジタライゼーションの進め方

１）デジタライゼーションの目標

デジタイゼーションでデジタル化したデー

タをビジネスプロセス上で活用することがデ

ジタライゼーションです。ここでの目標は、レ

ガシーシステムを刷新して、ユーザーが扱い

やすい業務システムを開発することです。デ

ジタイゼーションでデジタル化したデータは、

クラウドなどに保存されているはずです。それ

らのデータを必要に応じて利用し、又は、イン

プットされたデータを利用可能な状態にしま

す。単に業務システムの効率化だけを考え

て設計すると、」必要のないデータや解析に

使用できないデータも膨大に増えていく恐れ

があります。デジタイゼーションと同様に、ど

のデータを活用したいのか、あらかじめ目標

を設定して開発していくことが大切です。

２）開発の進め方

レガシーシステムを刷新する工程を見てい

きましょう。特に注力すべき工程は「企画」

「設計」「開発」です。企画の工程では、

ユーザーがシステムを操作し易く、データ

の入出力がし易いユーザビリティーを考慮

することが重要です。その結果として、業

務効率化が図られデータも集まってきま

す。そのためにも、ヒアリングなどを通じて

得た課題をしっかり把握して、解決策につ

なげることが重要です。

設計工程では、データが業務システム

にどうインプットされ、どうアウトプットするの

が良いかを検討することが大切です。イン

プットされたデータの利用は、システム内

だけで完結するものではありません。

開発工程で重要なのは、スピード感。そ

のため既存のシステムをいかに効率よく改

修していくかを考える必要があります。失

敗しても、直ぐに改善が行えるように開発

体制を構築します。


